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─発刊にあたって─

　当協会では、「より強い馬づくり」に取
り組む担い手経営のニーズに対応し得る
指導者の養成を中心とした、「軽種馬経営
高度化指導研修事業」を実施しています。
本事業は養成した指導者が核となって軽
種馬経営に対する指導を強化することに
より、経営の改善を図り、軽種馬生産・
経営の安定に資することを目的としてい
ます。具体的には生産育成や経営の専門
技術に関する研修を指導者および生産育
成関係者の両者に対して実施しており、
草地管理に関する技術普及の一環として、
平成 25 年度より「牧草および土壌分析」
を開始しました。
　草地管理の技術については様々な機関
で研究が進められており、多くの技術資
料や書籍としてまとめられています。特
に北海道では施肥標準、診断基準および
施肥対応が「北海道施肥ガイド」として
継続的に刊行されています。本書では、
これらを参考としながら、他の家畜とは
利用目的が異なるサラブレッドのライフ
サイクルに合わせた管理についてまとめ
ました。
　本書は、初めて生産育成に携わる方に
も読みやすい内容を目指し、前段には日
常的に行う管理について、後段には教科
書的な基本情報や資料を掲載しました。
一読のみならず、末永くご活用いただけ
ることを期待していますので、皆様の強
い馬づくりと経営の安定のための一助と
していただければ幸いです。

平成 30 年 3 月
公益社団法人 日本軽種馬協会



適切に管理された草地の青草や、そこから収穫

された乾草を食べた繁殖牝馬が立派な子馬を生

む。また更に、その子馬がそれらの牧草を食べて

成長し、将来競走馬として優秀な成績をあげる。

生産者の皆さんはこのような願いを込めて草地管

理を実施していることと思います。

このような明確な目標を掲げて草地を作り上げ

ることが、「強い馬づくり」を支える土台となる

ことを疑う余地はありません。

一方で、「何となく現状に問題がありそうなの

で、何か対策をしたい。」「もっと良い管理方法が

あるのなら教えてほしい。」という声も少なくあ

りません。草地管理の重要性を認識して、日頃か

ら熱心に行っていても、「ほんとうにこの管理方

法がよいのだろうか？」との疑念を抱いている方

も少なくないようです。

そのようなとき、本書を何度か読み返していた

だき、皆さんの草地がどのような状態にあるのか、

また、具体的な改善策は何かを確認しながら目標

に向けた管理の参考にしていただくことを希望し

ます。
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